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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 52,984 4.4 △257 ― △651 ― △514 ―

22年3月期第3四半期 50,772 △25.1 △2,934 ― △3,431 ― △3,797 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △5.23 ―

22年3月期第3四半期 △38.64 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 78,144 4,360 5.5 △17.30

22年3月期 69,978 4,967 7.0 △11.16

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  4,299百万円 22年3月期  4,902百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 86,400 △5.2 1,050 ― 650 ― 700 ― 7.12



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ
いては、四半期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  98,334,867株 22年3月期  98,334,867株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  56,527株 22年3月期  54,226株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  98,279,613株 22年3月期3Q  98,282,649株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間の国内経済は、企業業績等に一部改善の兆しが見え始めましたが、厳しい雇用環境や

デフレ状況は依然続いており、また、不安定な世界経済や長期化する円高の影響など、先行きの不透明感は払拭さ

れないまま推移しました。  

 アルミ建材業界におきましても、不動産・マンション市場に持ち直しの動きが出始めたものの、力強さに欠け、

またゼネコンの建設受注も緩やかな回復ペースにとどまっており、我々を取り巻く事業環境は依然として厳しい状

況が続いております。 

 こうした中、当社グループでは、リニューアル市場の開拓強化や形材外販事業において新たな用途先の開拓や高

付加価値のアルミ加工品・アルミ精密加工品の受注に注力し、また新規事業としてＬＥＤ事業への取り組みも開始

しております。 

 一方、当社グループは、平成２２年３月期連結会計年度において売上高９１１億６千８百万円、営業損失３億２

千１百万円、経常損失１０億２千２百万円、当期純損失１６億７千９百万円と前連結会計年度に引き続き２期連続

して赤字を計上しております。その主な要因は、景気先行きに対する不透明感から建設受注の回復が遅れ、当社グ

ループの主力事業である建材事業の受注競争が激化するなど事業環境が悪化していることによるものであります。

 このため、当社グループといたしましては、これまでも設備投資・経費の抑制、人件費等の固定費の削減、希望

退職を含む人員の削減等の合理化、役員報酬の減額幅の拡大などのコスト削減に取り組んでおりますが、当第３四

半期連結累計期間に新たな追加合理化策を策定し、市場規模縮小等に対応したビルサッシ国内生産の縮小と海外シ

フト等の生産体制の見直し、経費の追加削減、非効率営業拠点の統廃合、発注合理化等の抜本的なコストダウンに

順次取り組んでおります。更に、当社は、当第３四半期連結累計期間において本部管理部門等で希望退職者の募集

と千葉工場の事業規模縮小に伴う生産部門人員の削減を実施し、子会社においても人員削減に取り組んだ結果、当

社グループで当第３四半期連結累計期間において社員３５０余名の人員を削減しております。 

 また、平成２２年４月１日付けで東北地域のグループ再編の実施、平成２２年８月１日付けで産業廃棄物中間処

理業を行っていたエコマックス株式会社の株式譲渡を実施するなど、顧客サービスの向上および経営効率の追求に

よるグループ収益力の強化に努めております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、売上高５２９億８千４百万円（前年同期

比４．４％増）で増収となり、利益面では営業損失２億５千７百万円（前年同期比２６億７千６百万円良化）、経

常損失６億５千１百万円（前年同期比２７億８千万円良化）、四半期純損失５億１千４百万円（前年同期比３２億

８千３百万円良化）となり、損失計上ながらいずれも前年同期と比べ大幅に改善しております。 

 セグメントの業績は以下のとおりであります。 

〔建材事業〕 

 主力の建材事業においては、新設住宅着工戸数・非木造建築物着工床面積が前年に比べ若干回復傾向にあります

が、建築需要全体としては依然厳しい状況が続き、売上高は前年同期比２．４％減の３３９億９千８百万円と減収

になりました。セグメント損益は合理化効果で前年同期に比べ４億８千５百万円良化したものの、１２億８千５百

万円のセグメント損失となりました。 

〔形材外販事業〕 

 形材外販事業においては、需要先の業績回復に伴いアルミ精密加工品・アルミ加工品が順調に推移し、売上高は

前年同期比２７．８％増の１５１億６千８百万円となり、セグメント利益は前年同期に比べ１８億６千５百万円増

加し１５億８千５百万円となり、大幅な増収増益となりました。 

〔環境事業〕 

 環境事業においては、都市ゴミ焼却施設の飛灰処理設備プラントとそれに伴う薬剤販売、都市ゴミリサイクル施

設の設計・製作・工事を行っています。売上高は各工事が工程通り順調に施工完了したことから前年同期比３０．

７％増の２５億２百万円となりました。セグメント利益は前年同期に比べ９百万円増加し３千６百万円と増益にな

りました。 

〔その他事業〕 

 その他事業の主なものは、産業廃棄物処理業・運送業等ですが、８月１日付けで産業廃棄物中間処理業を行って

いたエコマックス株式会社の全株式を譲渡したことにより売上高は前年同期比３８．５％減の１３億１千５百万円

と減収になりました。セグメント利益は合理化効果に加え運送業等において新規顧客や新規物件の獲得などにより

前年同期に比べ５千１百万円増加し２億４千２百万円と増益になりました。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期末の総資産は、季節要因によるたな卸資産の増加等により、前期末に比し８１億６千５百万円増加

の７８１億４千４百万円となりました。なお、純資産は４３億６千万円、自己資本比率は５．５％であります。 

  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末に比べ１５億２千１百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末には８７億６千５百万円となりました。 

 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、１５億３千１百万円（前年同期は２１億３千６百万円の獲得）となりました。

これは主に前受金の増加によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は、３千７百万円（前年同期は１億６千９百万円の使用）となりました。これは主

に連結関係会社株式の売却による収入によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、４千４百万円（前年同期は１１億６千９百万円の獲得）となりました。これは

主に借入金の返済による支出によるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、概ね計画通りに推移していることから平成２２年１１月１０日に公表いたしま

した予想数値から変更はいたしておりません。 

 また、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

実際の業績等に影響を与える可能性のある重要な要因については、平成２２年５月１２日公表の平成２２年３月期

の決算短信の６ページを参照ください。なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありませ

ん。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 当社不二サッシ株式会社は、平成２２年４月１日を効力発生日とし、不二サッシ株式会社を分割会社、株式会社

不二サッシ東北を承継会社とする吸収分割により、当社の事業の一部を１００％子会社である株式会社不二サッシ

東北に承継させました。また、平成２２年４月１日を効力発生日とし、秋田不二サッシ販売株式会社および岩手不

二サッシ販売株式会社を消滅会社、株式会社不二サッシ東北を存続会社とする吸収合併を実施しております。  

 なお、当社の連結子会社でありましたエコマックス株式会社は、当社が１００％所有しておりました全株式を平

成２２年８月１日をもってジャパンウェイスト株式会社に譲渡したため、当四半期連結累計期間末において連結の

範囲から除外しております。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率等が前連結会計年度に算定したものと著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算に

おいて算定した貸倒実績率等を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失は、それぞれ 百万円増加し、税金等調整前四

半期純損失は、 百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 百

万円であります。    

② 企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用しております。 

③ 表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書）  

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。   

  

２．その他の情報

6

227 252
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,169 8,402

受取手形及び売掛金 13,701 17,742

商品及び製品 982 963

仕掛品 20,722 9,567

原材料及び貯蔵品 2,710 2,946

販売用不動産 227 236

その他 2,211 1,673

貸倒引当金 △774 △841

流動資産合計 49,950 40,690

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 35,827 35,899

減価償却累計額及び減損損失累計額 △27,701 △27,303

建物及び構築物（純額） 8,125 8,596

土地 13,252 13,271

その他 59,913 59,960

減価償却累計額及び減損損失累計額 △56,693 △56,287

その他（純額） 3,220 3,673

有形固定資産合計 24,598 25,541

無形固定資産   

その他 85 100

無形固定資産合計 85 100

投資その他の資産   

投資有価証券 1,506 1,573

長期貸付金 77 115

繰延税金資産 174 175

その他 2,924 3,090

貸倒引当金 △1,173 △1,309

投資その他の資産合計 3,509 3,646

固定資産合計 28,193 29,288

資産合計 78,144 69,978
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,324 17,392

短期借入金 26,912 26,884

未払法人税等 165 217

前受金 13,683 4,498

役員賞与引当金 0 0

工事損失引当金 360 165

資産除去債務 7 －

その他 2,395 2,739

流動負債合計 60,850 51,899

固定負債   

長期借入金 925 1,013

繰延税金負債 239 224

再評価に係る繰延税金負債 492 492

退職給付引当金 10,294 10,596

資産除去債務 246 －

負ののれん 0 1

その他 734 784

固定負債合計 12,933 13,111

負債合計 73,783 65,011

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,709 1,709

資本剰余金 814 814

利益剰余金 1,316 1,830

自己株式 △7 △7

株主資本合計 3,832 4,347

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △54 26

土地再評価差額金 1,426 1,426

為替換算調整勘定 △905 △897

評価・換算差額等合計 466 555

少数株主持分 61 64

純資産合計 4,360 4,967

負債純資産合計 78,144 69,978
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 50,772 52,984

売上原価 44,678 45,642

売上総利益 6,093 7,342

販売費及び一般管理費 9,027 7,600

営業損失（△） △2,934 △257

営業外収益   

受取利息 24 20

受取配当金 24 19

受取賃貸料 24 20

助成金収入 57 42

その他 71 115

営業外収益合計 202 218

営業外費用   

支払利息 500 490

手形売却損 81 66

持分法による投資損失 65 －

その他 52 55

営業外費用合計 700 611

経常損失（△） △3,431 △651

特別利益   

固定資産売却益 51 3

貸倒引当金戻入額 49 18

役員賞与引当金戻入額 5 －

事業再編損失戻入益 － 120

関係会社株式売却益 － 675

その他 10 44

特別利益合計 116 861

特別損失   

固定資産除却損 31 24

減損損失 6 －

投資有価証券評価損 27 －

貸倒引当金繰入額 － 241

賃貸借契約解約損 190 4

退職給付費用 － 58

早期割増退職金 92 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 221

その他 42 3

特別損失合計 391 554

税金等調整前四半期純損失（△） △3,707 △344

法人税等 95 172
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △517

少数株主損失（△） △4 △3

四半期純損失（△） △3,797 △514
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △3,707 △344

減価償却費 1,737 1,398

減損損失 6 －

のれん償却額 0 －

負ののれん償却額 － △1

貸倒引当金の増減額（△は減少） △422 △203

賞与引当金の増減額（△は減少） △352 －

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △259 △301

工事損失引当金の増減額（△は減少） 87 194

受取利息及び受取配当金 △48 △39

支払利息 500 490

持分法による投資損益（△は益） 65 －

固定資産売却損益（△は益） △51 △2

固定資産除却損 31 24

投資有価証券評価損益（△は益） 27 －

売上債権の増減額（△は増加） 7,166 3,929

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,435 △10,930

仕入債務の増減額（△は減少） △520 1

前受金の増減額（△は減少） 12,602 9,185

その他 △1,689 △1,227

小計 2,733 2,173

利息及び配当金の受取額 49 39

利息の支払額 △499 △476

法人税等の支払額 △146 △204

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,136 1,531

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △455 △508

定期預金の払戻による収入 366 262

有形固定資産の取得による支出 △525 △573

有形固定資産の売却による収入 570 57

投資有価証券の取得による支出 △8 △8

関係会社株式の売却による収入 － 786

その他 △117 22

投資活動によるキャッシュ・フロー △169 37
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,048 219

長期借入れによる収入 1,052 828

長期借入金の返済による支出 △909 △1,066

その他 △21 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,169 △44

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,135 1,521

現金及び現金同等物の期首残高 4,734 7,243

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,869 8,765
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 該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年4月1日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

製品の種類及び製造方法の類似性に基づき、ビル用建材品を「ビル建材事業」、住宅用建材品を「住宅建

材事業」とし、アルミ形材を「形材外販事業」としました。また、その他としまして環境関連事業及び不動

産事業等がありますが、売上高等に重要性がないため「その他事業」としてセグメンテーションしておりま

す。 

２．各事業区分の主要製品名 

３．会計処理の方法の変更 

 前第３四半期連結累計期間 

  （完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

  第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及

び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用し

ております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、ビル建材事業の売上高が511百万円（う

ち外部顧客に対する売上高511百万円）、営業費用が490百万円増加し、営業損失が21百万円減少しておりま

す。 

  

〔所在地別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

  海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
ビル建材
事業 
(百万円) 

住宅建材
事業 
(百万円) 

形材外販
事業 
(百万円) 

その他事
業 
(百万円) 

計 
  

(百万円) 

消去又は
全社 
(百万円) 

連結
  

(百万円) 

売上高               

(1)外部顧客に対する売上高  27,122  7,723  11,873  4,051  50,772  －  50,772

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 361  35  7,126  1,893  9,417 (9,417)  －

計  27,483  7,758  19,000  5,945  60,189 (9,417)  50,772

営業利益（又は営業損失

（△）） 
 △1,865  94  △280  217  △1,833 (1,100)  △2,934

事業区分 主要製品名

ビル建材事業 
カーテンウォール、ビル用サッシ・ドア、中低層用サッシ・ドア、改装用サッシ

等 

住宅建材事業 住宅用サッシ、玄関引戸・ドア、室内建具、エクステリア製品等 

形材外販事業 アルミ形材、アルミ精密加工品 

その他事業 
廃棄物処理プラント、不動産、産業廃棄物処理、運送、保管管理、各種金属の表

面処理等 
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〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要   

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、アルミサッシを中心にした「建材事業」、アルミ形材等のアルミ加工品に関する「形材

外販事業」及び都市ゴミ焼却施設の飛灰処理設備プラント等に関する「環境事業」を主力に事業を展開して

おり、これら３つを報告セグメントとしております。 

 「建材事業」の主な製品にはカーテンウォール、サッシ、ドア、室内建具、エクステリア製品等があり、

「形材外販事業」の主な製品にはアルミ形材、アルミ精密加工品等があります。また、「環境事業」におい

ては、都市ゴミ焼却施設の飛灰処理設備プラントとそれに伴う薬剤販売、都市ゴミリサイクル施設の設計・

製作・工事を行っております。   

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（単位：百万円）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「不動産」、「産業廃棄

物処理」、「運送」、「保管管理」、「各種金属の表面処理」等を含んでおります。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

  内容（差異調整に関する事項）  

                       （単位：百万円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  報告セグメント

 その他  
 （注） 

合計

  建材  形材外販 環境 計

売上高             

外部顧客に対する売上高  33,998  15,168  2,502  51,668  1,315  52,984

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 207  7,131  6  7,344  2,116  9,460

計  34,205  22,299  2,508  59,013  3,432  62,445

セグメント利益又は損失

（△） 
 △1,285  1,585  36  336  242  578

利益 金額

報告セグメント計  336

「その他」の区分の利益  242

セグメント間取引消去  106

全社費用（注）  △943

四半期連結損益計算書の営業損失

（△） 
 △257

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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